
 

 

 第４学年担任、そして応募担当の後藤瑞貴教諭は、

今年度採用。持ち味は、「話に傾聴すること」です。

その言葉通り、日々子供たちの発言はもちろん、思い

や願い、困り感等に傾聴し誠実に向き合いながら学習

指導並びに学級経営をがんばっています。また、英語

が堪能で、外国語活動をすべて英語で行うなど向上心

があり、子供たちの力を伸ばすため努力しています。 

 １０月１２日（木）には、初任研授業研究会で社会

科の授業を提案しました。ＩＣＴ機器も活用しながら

複数の資料を用い、朝日町と他県市町とのごみ処理を

比較する内容でした。多くの参観者がいる中、最初か

ら最後まで堂々とした態度で、子供たちと一緒に授業

を創り上げた姿が大変素晴らしいと感心しました。 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.１９ 令和５年１１月１日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

  

                         
 
 
－ 傾聴することが持ち味・英語力抜群：後藤瑞貴教諭 － 
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「若手教職員にスポットライトを当て、それぞれの持ち味や良さ、日常のがんばりを紹介することで教

職員という職業の魅力を伝えたい。」「教職員の笑顔が子供たちの笑顔に繋がるという視点から、保護者

並びに地域の皆様方からも若手教職員にエールを送っていただきたい。」という趣旨でスタートした本シ

リーズ。第２弾となる今号では、今年度の新規採用者である後藤瑞貴教諭の魅力と活躍を紹介します。 

毎日、下校時に安全指導 

子どもに寄り添い 
考えを丁寧に聴き 
取っています 

【後藤教諭にインタビュー】 
Ｑ 教員を志した理由は？ 
Ａ 小学校 4・5・6年生の時に、一人の人間として向き合い私の基盤を作ってくださった担任の先生
のようになりたいと思い、教員を志しました。 

Ｑ 宮小っ子の魅力は？ 
Ａ 「素直さ」です。運動会や水泳学習発表会等、いくつかの行事を一緒にがんばってきましたが、「が
んばるぞ！」のエネルギーが素晴らしいと思います。 

Ｑ 宮小教職員の良いところは？ 
Ａ 何より、居心地が良いところです。何気ない会話から大事な話まで、いつ声をかけても優しく答
えてくださる教職員ばかりです。 

Ｑ 今、一番力を入れていることやがんばっていることは？ 
Ａ 「自立」ということをがんばっています。人に頼ることも「自立」だと思うので、仕事をしてい
て迷ったとき等、先輩教職員に質問しアドバイスをいただいています。 

Ｑ 日々の職務を進める中で、やり甲斐や働き甲斐を感じる時は？ 
Ａ 毎朝、子どもたちが元気に「おはようございます！」と私にあいさつをしてくれた時や、さよう
ならをした後、友達とにこにこしてしゃべりながら帰る様子を見た時です。 

 
 
 
 

 １年目とは思えない落ち着いた勤務態度

に感心しています。自身の教育理念「聞く・

聴く・訊くことの大切さ」を繰り返し子供た

ちに指導している姿から、芯の強さも感じ頼

もしく思います。また、職務を進める上で分

からないことを管理職や同僚に積極的に質

問し自ら課題解決している様子を間近に見

て、先輩教職員も刺激を受けています。今後

の成長がとても楽しみです。（校長） ９月の授業（すべて英語で実施）より 



 

 

第２回学校運営協議会を開催 ～ 学校経営の中間評価 ～ 

 今年度の学校経営の中間評価として、第２回学校運営協議会を開催しました。全学年・学級の授
業通覧後、「宮小・各地区の宝継承のため、学校・委員・保護者・地域住民に何ができるか」
について熟議を行いました。委員の皆様方より、下記のような建設的な意見がたくさん出されまし
た。ぜひ、保護者並びに地域の皆様方がそれぞれにできることを考え、子供たちと一緒に宝継承を
楽しんでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熟議で話題になったこと（一部）】 
○学校では、宝を教材化し、学習の中 
で宝の意味を理解させていく。また、
学んだことを発信する場を設ける。 

○各家庭では、親が我が子に魅力を語
り、一緒に探索や体験をする。 

○地域では、子供たちとの挨拶を大切
にし、公民館事業等を検討する。ま
た、社会教育の一環として、新規に
「朝日町の歴史講座」を実施予定。 

熟議の一場面 一緒に給食を味わう 


